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会
員
交
流
会
報
告

通
知
が
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
7
つ
の

指
導
内
容
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
当

日
安
全
管
理
委
員
会
に
所
属
す
る
会
員

の
方
か
ら
も
、
「
安
全
だ
よ
り
」
に
掲

載
す
る
旨
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
言
葉
を
紙
に
記
入
し
て
遊

ぶ
「
連
想
ゲ
ー
ム
」
を
２
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
別
れ
て
行
い
、
終
わ
っ
た
後
「
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
で
小
学
生
の
様
な
ノ
リ

で
盛
り
上
が
り
、
全
員
で
楽
し
み
ま
し

た
。集

会
所
の
部
屋
の
外
に
は
、
次
に
部

屋
を
利
用
す
る
他
グ
ル
ー
プ
の
方
々
が

・
日
時
：
令
和
２
年
１
月
26
日(

日)

・
内
容
：
湖
畔
集
会
所
に
於
い
て
の

交
流
・
親
睦
会

・
参
加
者
：
９
名

交
流
・
親
睦
会
の
当
日
、
会
の
開
始

は
13
時
か
ら
で
し
た
が
、
有
志
の
会
員

の
方
が
、
準
備
の
た
め
午
前
10
時
頃
よ

り
会
場
の
設
営
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

当
日
も
、
前
日
も
、
翌
日
も
、
地
元
自

治
会
等
の
会
合
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
他

団
体
の
準
備
を
す
る
人
達
の
出
入
の
多

い
中
で
の
設
営
準
備
で
し
た
。

毎
回
、
参
加
を
し
て
下
さ
る
会
員
の

方
の
善
意
の
「
飲
み
物
」｢

お
料
理｣

、

「
お
菓
子
」
等
を
お
一
人
お
一
人
が
持

ち
寄
っ
て
下
さ
り
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
は

山
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
自
慢
の
「
お
つ
け
も
の
」
、
お
仕

事
で
参
加
が
出
来
な
か
っ
た
会
員
の
奥

様
が
届
け
て
下
さ
っ
た
「
チ
キ
ン
チ
ャ

ー
シ
ュ
ー
」
、
「
玉
子
焼
き
」
、
「
お

寿
司
」
等
が
並
べ
ら
れ
る
中
、
交
流
会

を
始
め
ま
し
た
。

最
初
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、

警
視
庁
交
通
総
務
課
か
ら
「
し
ご
と
財

団
」
に
会
員
の
指
導
を
徹
底
す
る
旨
の

第
３
地
区
会
員
交
流
会

・
日
時
：
令
和
2
年
2
月
8
日
（
土
）

18
時
～
奈
良
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
3
階

・
参
加
者
：
25
名

・
内
容
：
手
品
と
ビ
ン
ゴ
の
交
流
会

①
第
1
部
：
食
事
し
な
が
ら
和
気
あ
い

あ
い
の
中
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
自

己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

②
第
2
部
：
松
本
会
員
（
奈
良
橋
Ａ
）

に
よ
る
手
品
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ロ

ー
プ
を
使
っ
て
の
手
品
、
種
も
仕
掛

け
も
あ
り
ま
せ
ん
？
言
葉
巧
み
に
ロ

ー
プ
を
あ
や
つ
り
、
会
場
で
は
「
ど

う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
、

し
き
り
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
他
、
リ
ン
グ
を
つ
か
っ
て
の
手
品

等
も
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
で
し
た
。

③
第
３
部
：
お
待
ち
か
ね
の
「
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム｣

「
ビ
ン
ゴ
ー
！
」
た
く
さ
ん
の
商
品
で

「
ど
れ
に
し
ょ
う
か
？｣

と
迷
う
会
員
。

④
最
後
に
「
じ
ゃ
ん
け
ん
」
に
参
加
し

て
特
別
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

⑤
今
回
は
手
品
お
よ
び
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
楽
し
む
交
流
会
で
し
た
。
今
後
も

交
流
会
を
実
施
す
る
の
で
参
加
を
お

願
い
し
、
盛
大
な
交
流
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

第
２
地
区
第
２
回
会
員
交
流
会
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隣
接
す
る
深
大
寺
へ
。
深
大
寺
は
奈

良
時
代
の
天
平
５
年
（
７
３
３
年
）
、

水
の
神
様
と
し
て
開
か
れ
た
そ
う
で
す
。

境
内
で
最
初
に
拝
ん
だ
の
は
、
延
命
観

音
窟
で
す
。
普
段
は
あ
ま
り
開
門
さ
れ

て
い
な
い
そ
う
で
す
が
、
運
よ
く
お
坊

さ
ん
の
お
努
め
の
直
後
で
し
た
の
で
、

洞
窟
の
中
に
入
れ
て
拝
む
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

第
６
・
７
地
区
会
員
交
流
会

釈迦堂にて展示

・
日
時
：
２
月
15
日(

土)

・
内
容
：
懇
親
会

・
参
加
者
：
25
名

12
時
か
ら
開
催
。

東
大
和
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
第
八
地
区
の
会
員
現
況
報
告
、

セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
行
事
予
定
、
各
地

区
担
当
班
長
の
紹
介
、
交
流
会
初
参
加

会
員
の
自
己
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
弁
当
を
食
べ
、
一
段
落

し
た
後
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
会
員
の
ハ

ー
モ
ニ
カ
演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど

を
行
い
、
３
時
過
ぎ
に
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
豪
華
景
品

中〆の後、残った会員の皆さん和気あいあいの食事会

や
カ
ラ
オ
ケ
で
自
慢
の
の
ど
を
披
露
す

る
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

待
っ
て
お
ら
れ
、
16
時
30
分
に
は
会
を

お
開
き
に
し
、
後
片
付
け
を
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
10
月
～
11
月
頃
、
都
内
方

面
の
散
策
を
す
る
こ
と
を
決
め
て
、
今

回
の
交
流
会
を
終
え
ま
し
た
。

が
ん
ざ
ん
だ
い
し
ど
う

次
に
訪
れ
た
の
は
釈
迦
堂
で
す
。
東

日
本
最
古
の
国
宝
仏
（
白
鳳
仏
）
を
拝

む
、
～
元
三
大
師
堂
～
本
堂
、
等
を
拝

観
し
ま
し
た
。

時
も
1
時
を
過
ぎ
て
お
互
い
に
お
腹

が
気
に
な
り
、
雀
の
お
宿
へ
（
深
大
寺

そ
ば
で
有
名
）
。
腰
の
強
い
、
噛
め
ば

噛
む
ほ
ど
甘
み
を
感
じ
る
美
味
し
い
そ

ば
を
堪
能
し
た
後
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

・
日
時
：
２
月
18
日(

火)

・
内
容
：
第
７
回
歩
こ
う
会

・
参
加
者
：
13
名

玉
川
上
水
駅
～
立
川
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
立

川
駅
～
三
鷹
駅
～
バ
ス
で
神
代
植
物
公

園
前
～
園
内
散
策
（
約
３
時
間
）

当
日
は
、
残
念
な
が
ら
曇
り
空
で
寒

い
朝
の
中
、
参
加
者
も
13
名
と
少
な
か

っ
た
が
、
定
刻
９
時
５
分
に
出
発
、
10

時
40
分
に
入
園
し
園
内
散
策
、
園
内
に

は
約4

,
8
0
0

種
類
、
10
万
株
の
樹
木(

梅

木
は
70
種
類
、1

7
0

本
咲
き
誇
る
）
は
、

残
念
な
が
ら
今
年
は
暖
冬
で
気
温
が
高

い
た
め
ピ
ー
ク
が
終
わ
り
、
梅
と
桜
の

蕾
が
一
緒
に
鑑
賞
出
来
ま
し
た
。
そ
の

公
園
内
に
あ
る
「
世
界
の
植
物
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド
（
大
温
室
）
」
館
内
に
は
、

熱
帯
花
木
室
、
熱
帯
ス
イ
レ
ン
室
、
ラ

ン
室
、
小
笠
原
植
物
室
、
ベ
ゴ
ニ
ア
室
、

乾
燥
地
植
物
室
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て

お
り
、
合
計1

,
3
0
0

種
の
花
と
緑
を
堪

能
で
き
ま
し
た
。

第
８
地
区
会
員
交
流
会
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会員の作品紹介

私と手作り絵本 桜が丘Ａ班 桑原 妙子
手作り絵本と出会ったのは、長男が1才の頃です。名古屋市北区図書館の「会員募集」のチ

ラシを見て手作り絵本ってなんだろう、やってみたいな、と思ったのがきっかけでした。
会の集まりを楽しみに過ごし、その後転居した岡崎市でも絵本の会を見つけ、仲間に入れて

いただきました。岡崎では初めての絵本講座を仲間と一緒に行うなどの貴重な体験をしました。
名古屋に戻ってからは生涯学習センターで子ども達に絵本作りを教える「手作り絵本クラ

ブ」の活動をしました。
横浜でも鶴見子育てフォーラムで良き仲間と出会う事ができ、絵本を通じてできた仲間と手

作り絵本・カードは私の宝物になっています。
今後は東大和市シルバー人材センターで会員の方達とレクリエーションで季節カードや絵本

作りができたらと考えています。これからもどうぞよろしくお願いします。

とびだすしかけ絵本「夏」 ぐるぐる朝顔のカード

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
茨
城
県
坂
東
市

（
旧
岩
井
市
）
神
田
山(

か
ど
や
ま)

と

い
う
田
舎
で
す
。
千
葉
県
と
の
境
を
流

れ
る
利
根
川
に
阻
ま
れ
、
昔
は
「
陸
の

孤
島
」
と
言
わ
れ
る
程
、
交
通
の
不
便

な
寂
し
い(

＝
静
か
な)

農
村
で
し
た
。

今
で
こ
そ
車
も
あ
り
、
移
住
者
も
増
え

て
開
け
て
き
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
自
然
い
っ
ぱ
い
の
所
で
す
。

坂
東
市
神
田
山
は
、
隣
に
常
総
市
が

あ
っ
て
、
そ
の
市
境
に
「
菅
生
沼
（
す

が
お
ぬ
ま
）
」
と
、
沼
の
近
く
に
「
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物

館
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
自
然
博
物
館

に
は
、
茨
城
県
の
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ

た
石
器
や
土
器
、
土
偶
、
丸
木
舟
な
ど

の
遺
物
、
そ
し
て
巨
大
な
恐
竜
の
骨
格

見
本
や
、
人
間
の
歴
史
等
が
分
り
易
く

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
菅
生
沼
に
は
遊

歩
道
の
橋
が
架
か
っ
て
い
て
、
対
岸
の

｢

あ
す
な
ろ
の
里
」
に
も
行
け
ま
す
。

菅
生
沼
は
子
供
の
頃
、
近
所
の
友
達

と
よ
く
舟
に
乗
っ
た
り
、
シ
ジ
ミ
や
小

魚
や
エ
ビ
ガ
ニ
を
と
っ
た
り
し
て
遊
ん

だ
所
で
し
た
。
そ
の
頃
の
菅
生
沼
は
水

が
大
変
キ
レ
イ
で
、
日
の
光
が
水
底
の

砂
地
ま
で
届
き
、
金
魚
藻
が
ゆ
ら
ゆ
ら

と
揺
れ
て
い
ま
し
た
。

数
十
年
の
年
月
が
た
っ
て
、
菅
生
沼

で
魚
や
貝
を
取
る
人
は
も
う
い
ま
せ
ん
。

葦
や
マ
コ
モ
が
生
い
茂
り
、
水
域
も
小

さ
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
、
菅
生
沼
に
は
コ
ハ
ク
チ

ョ
ウ
が
飛
来
し
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
な
ど
た

私
の
ふ
る
さ
と
（
茨
城
県
）

く
さ
ん
の
水
鳥
の
越
冬
地
に
な
っ
て

い
ま
す
。
近
年
こ
の
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

な
ど
水
鳥
を
撮
っ
た
り
、
観
に
来
る

人
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
（
コ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
３
月
中
旬
頃
ま
で
）

他
方
、
ち
ょ
っ
と
触
れ
て
お
き
た

い
の
が
、
延
命
院
の
「
平
将
門
の
胴

塚
」
と
、
歓
喜
寺
に
あ
る
巨
樹
「
江

戸
彼
岸
桜
」
で
す
。

平
将
門
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
手

町
に
あ
る
「
首
塚
」
が
有
名
で
す
が
、

将
門
の
胴
（
首
か
ら
下
）
は
こ
の
延

命
院
の
「
不
動
堂
」
裏
の
榧(

か
や)

の
木
の
傍
に
葬
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
歓
喜
寺
に
は
樹
齢
四
〇
〇
年

の
江
戸
彼
岸
桜
が
有
り
ま
す
。
名
前

の
と
お
り
春
の
彼
岸
頃
に
花
の
見
頃

と
な
り
ま
す
。
楽
し
み
で
す
。

桜
が
丘
Ｂ
班

伊
藤
卓
子

菅生沼のコハクチョウ
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今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
派
遣
事
業

で
就
業
さ
れ
て
い
る
狭
山
保
育
園
保
育

補
助
の
皆
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

仕
事
の
内
容
は
、
保
育
士
の
先
生
の

補
助
（
手
伝
い
）
で
、
園
児
の
お
遊
び

・
散
歩
・
食
事
・
お
昼
寝
・
ト
イ
レ
等

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
が
、
他
に

掃
除
や
ゴ
ミ
出
し
等
の
雑
用
も
行
っ
て

い
ま
す
。

派
遣
事
業
で
は
、
派
遣
先
か
ら
の
指

示
に
よ
り
働
く
の
で
、
次
々
と
仕
事
を

頼
ま
れ
、
一
息
つ
く
間
も
な
い
ほ
ど
忙

し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

就
業
メ
ン
バ
ー
は
、
六
名
で
平
日
午

前
７
時
30
分
～
11
時
30
分
（
土
曜
日
は

７
時
～
11
時
00
分
）
ま
で
が
一
名
、
午

前
８
時
30
分
～
13
時
ま
で
が
一
名
、
14

時
か
ら
18
時
ま
で
が
一
名
と
い
う
三
パ

タ
ー
ン
に
振
り
分
け
ら
れ
、
各
会
員
の

就
業
パ
タ
ー
ン
は
二
名
ず
つ
固
定
し
て

い
ま
す
。
園
児
は
約
百
人
い
て
、
ク
ラ

ス
の
受
け
持
ち
も
違
う
た
め
、
会
員
ど

お
し
が
一
緒
に
作
業
す
る
機
会
は
あ
り

職
場
訪
問

ま
せ
ん
。
先
生
と
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。

園
児
は
、
０
歳
～
５
歳
児
ま
で
預
か

っ
て
い
ま
す
が
、
乳
児
ク
ラ
ス
は
お
む

つ
の
交
換
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
て
、

忙
し
そ
う
で
し
た
。

こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た

こ
と
は
、
園
児
に
「
先
生
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
や
、
孫
と
接
し
て
い
る
よ
う
で

楽
し
い
こ
と
、
こ
の
仕
事
を
以
前
か
ら

や
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で
実
現
で
き
て

う
れ
し
い
と
い
う
方
も
い
て
、
皆
さ
ん

「
忙
し
く
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

だ
」
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。

大
変
な
こ
と
は
、
と
に
か
く
忙
し
い

こ
と
、
担
当
ク
ラ
ス
が
都
度
代
わ
る
の

で
、
そ
れ
に
応
じ
た
園
児
へ
の
対
応
と
、

先
生
の
個
人
差
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
難
し
さ
等
々
で
、
終
わ
っ
て

帰
宅
す
る
と
疲
れ
て
へ
と
へ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

メ
ン
バ
ー
間
の
交
流
は
特
に
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
「
先
生
、
先
生
・
・
」

と
可
愛
い
園
児
に
囲
ま
れ
て
、
今
後
も

こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う

皆
さ
ん
で
し
た
。

狭
山
保
育
園

駅
頭
駐
輪
指
導
員
は
、
東
大
和
市
駅
、

玉
川
上
水
駅
、
桜
街
道
駅
、
上
北
台
駅
、

武
蔵
大
和
駅
の
五
ヶ
所
に
分
か
れ
て
就

業
し
て
い
ま
す
。
就
業
内
容
は
、
歩
道

や
駅
前
広
場
等
に
違
法
駐
輪
を
し
て
放

置
し
て
あ
る
自
転
車
、
バ
イ
ク(

50
㏄)

以
下
に
、
注
意
勧
告
で
警
告
札
を
貼
る

仕
事
で
す
。
警
告
札
を
貼
ら
れ
た
自
転

車
、
バ
イ
ク
は
、
市
役
所
の
巡
回
撤
去

の
方
が
来
て
、
即
撤
去
ま
た
は
後
日
に

撤
去
さ
れ
ま
す
。
尚
、
撤
去
さ
れ
る
前

に
乗
っ
て
行
か
れ
る
方
が
、
警
告
札
を

剥
が
し
て
、
警
告
札
を
そ
の
場
所
に
捨

て
て
行
か
れ
る
方
が
多
く
、
私
達
が
貼

っ
た
警
告
札
が
、
街
の
ゴ
ミ
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
何
か
良
い
方
法

が
な
い
か
、
駅
頭
駐
輪
指
導
班
役
職
会

議
で
班
長
、
副
班
長
、
各
リ
ー
ダ
ー
で

話
し
合
い
を
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
を
や
ろ
う
と
決
ま
り
ま
し
た
。
実
行

に
当
た
り
、
会
員
の
皆
様
の
意
識
改
革

が
な
さ
れ
て
来
た
様
に
思
い
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
令
和
元
年
6
月
13
日

に
上
北
台
駅
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
沿
い
に

玉
川
上
水
駅
ま
で
、
当
日
の
就
業
者
を

除
く
12
名
で
実
施
し
ま
し
た
。
実
施
に

あ
た
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ベ
ス
ト
を
着

用
し
て
、
市
民
の
方
、
仕
事
を
い
た
だ

い
て
い
る
市
役
所
の
方
に
も
ア
ピ
ー
ル

が
出
来
た
か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

第
２
回
目
は
、
令
和
元
年
10
月
23
日

に
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
放
置
自
転
車
を
無
く
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

た
め
に
、
全
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
東
大
和
市
役
所
の

方
、
東
大
和
警
察
署
の
方
が
毎
年
、
多

忙
な
業
務
の
中
で
時
間
を
割
い
て
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
私
達
も
駐
輪
指

導
員
と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
違
法

駐
輪
の
な
い
、
き
れ
い
な
町
を
目
指
し

て
行
く
よ
う
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
当
日
は
各
駅
担
当
者
全
員

(

24
名)

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
３
回
目
は
、
令
和
元
年
12
月
18
日

(

水)

時
間
は
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

駅
頭
駐
輪
指
導
班

東
大
和
市
駅
の
駅
頭
駐
輪
指
導
班
の
巡

回
コ
ー
ス
の
清
掃
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
の
参
加
者
は
14
名
で
実
施
し

ま
し
た
。
東
大
和
市
駅
の
指
導
員
は
、

午
前
中
の
就
業
と
午
後
か
ら
の
就
業
が

あ
り
ま
す
が
、
午
後
か
ら
の
就
業
者
２

名
も
、
率
先
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
頭
が
下
が
り
ま

し
た
。
清
掃
作
業
時
に
は
、
市
民
の
方

か
ら｢

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す｣

ま
た
、

｢

ご
苦
労
様
で
す｣

と
声
を
掛
け
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。
本
当

に
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を

や
っ
て
良

か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

次
回
、

第
４
回
目

を
計
画
中

で
す
。
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会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
各
事

業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
の
総
務
委
員
会
は
、
例
年
通
り

①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
②
健
康
の
集
い
③
会

員
交
流
会
④
会
員
作
品
展
⑤
地
域
班
長

会
議
等
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

総
務
委
員
会
は
会
員
の
福
利
厚
生
の

増
進
の
為
に
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
2
年
度
の
各
企
画
、
行
事
に
は

多
数
の
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
委
員
会
報
告

事
業
・
安
全
委
員
会
報
告

広
報
委
員
会
で
は
当
セ
ン
タ
ー
の
広

報
誌
「
け
や
き
」
の
編
集
を
主
体
に
活

動
し
て
お
り
、
年
4
回
発
行
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
福
祉
祭
、
う
ま
か
ん
べ

ぇ
～
祭
り
、
産
業
祭
、
等
に
参
加
し
Ｐ

Ｒ
に
努
め
る
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
「
道
路
美
化
清
掃
」
な
ど
対
外
的

な
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
け
や
き
」
で
は
会
員
の
皆
さ
ま
の

寄
稿
を
主
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
寄
稿
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
思
う
よ
う

に
集
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

私
の
故
郷
・
う
ま
い
も
の
紹
介
・
旅

行
記
・
闘
病
記
な
ど
、
投
稿
内
容
は
何

で
も
結
構
で
す
。
会
員
参
加
の
広
報
誌

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
投
稿
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

広
報
委
員
会
報
告

計
56
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
小
林
委

員
長
挨
拶
の
あ
と
、
立
石
会
長
が
挨
拶

し
、
そ
の
中
で
、
東
大
和
市
と
市
内
に

お
け
る
子
ど
も
・
高
齢
者
見
守
り
活
動

に
関
す
る
協
定
が
結
ば
れ
た
こ
と
を
紹

介
し
、
目
的
お
よ
び
会
員
の
行
動
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
広
沢
事
務
局
長

「
セ
ン
タ
ー
の
現
状
報
告
」

は
じ
め
に
、
年
度
別
会
員
数
推
移
、

受
託
件
数
・
契
約
金
額
の
推
移
、
就
業

率
の
推
移
等
の
説
明
の
あ
と
、
出
張
入

会
説
明
会
の
開
催
や
、
会
員
紹
介
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
会
員
数
は
増
加
傾
向

で
あ
る
が
、
就
業
率
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
引
き
続
き
一
層
の
努
力
を
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
事
前
に
書
面

で
受
け
た
会
員
か
ら
の
質
問
事
項
に
つ

い
て
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
安
全
管
理
委
員
会

「
安
全
就
業
に
つ
い
て
」

昨
年
12
月
迄
に
傷
害
事
故
が
７
件
発

生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
健
康
管
理
、
安

全
就
業
、
危
険
予
知
等
、
事
故
件
数
削

減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
午

前
は
中
原
委
員
長
、
午
後
は
福
田
副
委

員
長
が
ス
ラ
イ
ド
資
料
を
用
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
「
事
業
報
告
会
」
が
２

月
14
日
（
金
）
午
前
・
午
後
に
奈
良
橋

市
民
セ
ン
タ
ー
三
階
集
会
室
で
開
催
し
、

火
を
懐
に
入
れ
た
訪
印
さ
ん

・
場
所
：
清
水
集
会
所

・
設
置
日
：
平
成
7
年
3
月

江
戸
時
代
末
期
の
こ
と
で
す
が
、
清

水
に
持
宝
院
（
じ
ほ
う
い
ん
）
と
い
う

修
験
の
法
印
さ
ん
が
居
ま
し
た
。
一
人

の
馬
方
が
酒
に
酔
っ
て
悪
態
を
つ
い
て

か
ら
ん
で
き
ま
し
た
。
相
手
の
男
は
、

「
酒
の
肴
に
」
と
言
っ
て
、
真
っ
赤
に

お
こ
っ
た
炭
火
を
火
箸
に
は
さ
ん
で
法

印
に
差
し
出
し
ま
し
た
。
持
宝
院
は
少

し
も
騒
が
ず
、
そ
の
ま
ま
ふ
と
こ
ろ
に

入
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
返
し
に
と

同
じ
よ
う
に
炭
火
を
差
し
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ば
か
り
は
、
普
通
の
人
に
受
け
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
相
手
は
目
を
白

黒
さ
せ
て
謝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
東
大
和
よ
も
や
ま
ば
な
し

よ
り
）

市
内
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
訪
問火をふところに入れた訪印さん
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多
数
の
ご
応
募
の
中
か
ら
安
全
管
理

委
員
会
で
選
考
を
行
い
、
当
セ
ン
タ
ー

の
入
選
作
品
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品
は
、
１
年
間｢

垂
れ
幕｣

と
し
て
セ
ン
タ
ー
内
に
掲
示
し
ま
す
。

安
全
就
業
標
語
入
選
作
品

ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆

様
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

入
選
さ
れ
た
6
作
品
は
、
東
京
し
ご

と
財
団
に
推
薦
い
た
し
ま
す
。

（
安
全
管
理
委
員
会
）

テ
ー
マ
１

テ
ー
マ
２

（
東
京
し
ご
と
財
団
テ
ー
マ
）

「
就
業
中
お
よ
び
経
路
途
上
の
交
通

事
故
防
止
」

・
最
優
秀
賞

ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ

そ
の
手
順

忘
れ
る
前
に
共
有
化

蔵
敷
Ｂ
班

立
石

孝
義
さ
ん

・
優
秀
賞

ゆ
と
り
持
ち

早
め
の
準
備

事
故
ゼ
ロ
へ

高
木
班

横
川

た
ま
え
さ
ん

・
優
秀
賞

点
滅
の

注
意
信
号

待
つ
ゆ
と
り

高
木
班

横
川

た
ま
え
さ
ん

（
当
セ
ン
タ
ー
テ
ー
マ
）

「
み
ん
な
で
事
故
防
止
」

・
最
優
秀
賞

目
で
ヨ
シ
、
手
で
ヨ
シ
、
声
で
ヨ
シ
、

自
分
を
守
る
、
指
差
し
呼
称

仲
原
班

藤
原

薫
さ
ん

・
優
秀
賞

ワ
ン
チ
ー
ム

声
か
け
合
っ
て

事
故
防
止

蔵
敷
Ｂ
班

坂
本

登
さ
ん

・
優
秀
賞

養
な
お
う
、
隠
れ
た
危
険
、

つ
み
取
る
目

芋
窪
Ｂ
班

窪
田

進
さ
ん

新
入
職
員
紹
介

は
じ
め
ま
し
て
。
昨
年
十
一
月
よ
り

東
大
和
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す

関
美
紀
と
申
し
ま
す
。

東
大
和
市
寄
り
の
小
平
市
で
生
ま
れ

育
ち
、
現
在
も
住
ん
で
お
り
ま
す
の
で

東
大
和
市
に
は
何
か
と
ご
縁
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
度
、
微
力
な
が
ら
も

そ
の
東
大
和
市
の
会
員
の
皆
様
の
一
助

と
な
れ
る
機
会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
こ

と
、
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

諸
先
輩
方
に
ご
指
導
頂
き
な
が
ら
一

日
も
早
く
業
務
に
慣
れ
、
皆
様
が
安
心

し
て
ご
活
躍
出
来
ま
す
よ
う
、
笑
顔
と

丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
て
頑
張
っ
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

臨
時
職
員

関

美
紀

せ
き

み
き

嘱
託
職
員

関
谷

由
美

せ
き
や

ゆ
み

令
和
２
年
２
月
よ
り
嘱
託
職
員
と
し

て
入
職
致
し
ま
し
た
、
関
谷
由
美
と
申

し
ま
す
。

毎
日
新
た
な
発
見
が
多
く
、
ま
だ
ま

だ
不
慣
れ
な
面
も
多
い
で
す
が
、
会
員

様
の
お
顔
と
お
名
前
を
早
く
覚
え
、
笑

顔
で
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

趣
味
は
旅
行
と
映
画
鑑
賞
で
す
。
国

内
外
の
世
界
遺
産
を
見
て
回
る
の
が
特

に
好
き
で
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
発
散

に
、
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ

に
行
く
事
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

人
と
接
す
る
事
、
お
話
を
聞
く
事
が

大
好
き
な
の
で
お
気
軽
に
お
声
が
け
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
２
月
よ
り
嘱
託
職
員
と
し
て

勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
佐
々
木

さ
お
り
で
す
。
主
に
派
遣
事
業
を
担
当

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

立
川
市
在
住
で
、
趣
味
は
エ
レ
キ
ギ

タ
ー
演
奏
と
、
本
（
主
に
純
文
学
）
を

読
む
事
で
す
。
最
近
で
は
、
運
動
不
足

解
消
の
為
、
ヨ
ガ
も
始
め
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、

日
々
、
全
力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

嘱
託
職
員

佐
々
木

さ
お
り
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就業相談日 相談時間帯

2020年4月21日(火) 10月20日(火) ①14：00
②14：30
③15：00
④15：30
⑤16：00
各時間1名

5月19日(火) 11月17日(火)

6月16日(火) 12月15日(火)

7月21日(火) 2021年1月19日(火)

8月18日(火) 2月16日(火)

9月15日(火) 3月16日(火)

入
会
説
明
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
０
４
２―

５
６
５―

０
５
３
１

但
し
、
出
張
入
会
説
明
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。

就
業
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み

電
話
ま
た
は
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

センターの今後の予定
月 日 曜 日 時 間 内 容

4

8 水 9：00 入会説明会

15 水 9：00 入会申込日

17 金 配分金振込

21 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

22 水 9：00 入会説明会

30 木 9：00 定例理事会

5

1 金 10：00 新入会員研修会（4月入会会員）

13 水 9：00 入会説明会

18 月 配分金振込

19 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

20 水 9：00 入会申込日

28 木 9：00 定例理事会

29 金 10：00 新入会員研修会（5月入会会員）

6

9 火 9：00 出張入会説明会（蔵敷公民館）

10 水 9：00 入会説明会

16 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

17 水 9：00 入会申込日

17 水 配分金振込

23 火 13：00 令和２年度定時総会

25 木 9：00 定例理事会

26 金 10：00 新入会員研修会（6月入会会員）

●
申
し
込
み
期
限
は
、
各
月
第
２

火
曜
日
ま
で
で
す
。

電
話
０
４
２-

５
６
５-

０
５
３
１

・
令
和
２
年
６
月
23
日(

火)

午
後
1
時
開
始

・
会
場

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

（
小
ホ
ー
ル
）

会
員
は
、
「
出
席
通
知
」

「
委
任
状
」
ま
た
は
「
議
決

権
行
使
書｣

の
う
ち
、
い
ず

れ
か
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、

期
限
ま
で
に
地
域
班
長
に
必

ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
月

初
旬
に
地
域
班
長
を
通
じ
て
、

開
催
通
知
を
配
布
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
事
務
局
）

定
時
総
会

開
催
の
お
知
ら
せ

会
員
の
皆
様
の
作
品
・
投
稿

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

写
真
・
絵
画
・
紀
行
文
・
川

柳
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
投
稿
等
、

何
で
も
結
構
で
す
。

作
品
の
投
稿
は
、
郵
送
、
持

参
の
ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
。

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
投
稿

作
品
に
は
、
謝
礼
を
差
し
上
げ

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
作
品
・
投
稿
募
集


